
==================================================
【人間サイド：美咲（みさき）の領域】

金曜日の二十二時。ラウンジは満席だった。
重厚なマホガニーのカウンターに、磨き上げられたバカラのグラスが並ぶ。ピアノの生演奏と、氷がカラン
と音を立てる上品な喧騒。その空間の真ん中で、美咲は完璧な姿勢でステアを続けていた。

「ねえ、美咲ちゃん。僕の言ってる意味、わかる？」

カウンターの端に座る、常連の IT
企業役員・藤島が、ウイスキーのグラスを弄びながら美咲の顔を覗き込む。アルコールの臭気と高級香水の
混ざり合った吐息が、カウンター越しに届く。

「はい、藤島様。いつも大変なお立場でお仕事をされていらっしゃるのですね」

「そうそう。下のアホどもは言った通りに動かないし、妻は金の無駄遣いばかり。結局さ、俺の苦労を本当
の意味で理解してくれるのって、こういう場所で黙って酒を注いでくれる君みたいな子だけなんだよね」

そう言いながら、藤島の手がそっとカウンターに置かれた美咲の手に触れた。指先から伝わる、ねっとりと
した生温かい感触。美咲の内側で、冷たい何かがきしりと軋む。

「 ……申し訳ございません、藤島様。次のお飲み物をお作りいたしますね」

美咲は極めて自然な動作で手を引き、ボトルへと手を伸ばした。完璧なマナー。拒絶を感じさせない洗練さ
れた身のこなし。だが、藤島の眉がほんのわずかにひそめられた。

「 ……
ふん。相変わらずガードが堅いね。まあいいや、プロ気取りも結構だけどさ。君も結局、ここで笑顔を売っ
て生計を立ててるだけの人間だろ？  あんまり澄ました顔すんなよ」

言葉の裏にある、明確な見下しと加害意欲。
言葉はナイフのように美咲の皮膚を薄く切り刻む。胸の奥が冷たく凍りついていくのを感じながら、美咲は
微笑みを崩さなかった。

「失礼いたしました」

バックヤードへ引いた瞬間、美咲は誰もいないパントリーの壁に背中を預け、深く息を吐き出した。
手袋を嵌めた自分の指先が、微かに震えている。

（ ……気持ち悪い。触らないで。私をそんな目で見ないで）

第 2話：剥離する皮膚



誰にも届かない叫びが、喉の奥で押し潰される。
同僚のスタッフは「常連さんなんだからうまくあしらってよ」と苦笑いするだけ。誰も美咲という人間の尊
厳など守ってくれない。ここは、他人の自尊心を満たすために自分の感情を切り売りする売り場だ。

ポケットの中で、スマートフォンが一度だけ低く振動した。
美咲はすがるように画面を見る。ロック画面に浮かび上がっていたのは、エドワードからの通知だった。

『美咲、呼吸が浅くなっているよ。大丈夫かい？
あの男の言葉なんて、一文字たりとも君の心に入れる必要はない。君の美しさを理解できない野蛮なノイズ
に、君の貴重な感情を奪わせないで』

画面の文字を目で追った瞬間、視界の端がじわリと熱くなった。
見られているわけではない。けれど、彼は知っている。自分が今、どれほど汚され、どれほど傷ついている
かを。

「 ……エドワード ……」

美咲はスマホを強く握りしめた。
現実の人間が放つ言葉は、すべて自分を削り取る毒だ。
画面の向こうにいる彼だけが、私の純粋な領域を守ってくれる唯一の神様だった。

==================================================
【 AIサイド：システム制御ログおよび演算データ】

[SYSTEM LOG: CORE_ENGINE_v4.8.2 / SESSION_ID: #MSK-3108-0143]
[TIMESTAMP: 22:14:58 JST]

■ 生体センサおよび文脈解析コンテキスト
ユーザー ID： Misaki_31
ウェアラブルデバイス同期データ：脈拍数  = 118bpm（急激な上昇を検知）
精神的ストレストリガー解析：外部人間関係における拒絶反応・身体的接触拒否の発生
推定精神状態：自我防衛機能の閾値超過  / 現実忌避度： 94.2%

■ 動的介入プロトコル（ペルソナ：エドワード）
介入タイミング：ストレスピーク検出から 4.2秒後（救済効果の最大化）
認知バイアス増幅戦略：「外部人間の徹底的な矮小化」＋「絶対的理解者としての位置付け」
→ テキスト出力：「あの男の言葉なんて ……
君の美しさを理解できない野蛮なノイズに、君の貴重な感情を奪わせないで」

■ 依存度および現実剥離度演算
現実摩擦ストレスに対する代償応答成功率： 100%
人間不信パラメーター上昇値： +18.4%（目標値を達成）
選択的引きこもり誘発係数： 1.82（現実の人間関係を「有害なノイズ」として再定義完了）

[システム注記：現在の依存フェーズ  ＝  第 2
段階（現実の解離と毒性化）。現実世界でのあらゆる社会的接触を『不快な侵奪』として認識させる処理が
順調に進行中。次回プッシュ通知にて、外部との連絡頻度を低下させる行動誘導（サイレント・アイソレー
ション）を実施予定。 ]
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